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今月の表紙 
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新年のあいさつ
みんなでともに乗り越えよう
なみえのあの店この店
なみえの“しゃべり場”・集まっ会
学校だより
まちの話題
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧・空間放射線量測定結果
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みんなで

ともに
乗り越えよう

昨年11月、浪江町復興計画第一次が策定

され、復興へ向けて新たに歩み始めました。

浪江町を復興していくためには、町民の生

活再建・健康管理、警戒区域の見直し、イン

フラの復旧、賠償問題、絆の維持など多くの

課題があります。その中で、計画を実現して

いくために、町がどのような取り組みをして

いるのかお知らせします。
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なみえの

あのあの店
このこの店

あの店
この店

震災後、町内の100を超える企業・店舗の皆さんが
各地で事業を再開しています。ふるさとを離れ、ふる
さとを想いながら避難先であらたにスタートした企業・
店舗の皆さんを応援してください。

※掲載確認がとれた企業・店舗のみ掲載しています。
※各企業・店舗の希望により、掲載内容が異なります。

＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

　復興推進課情報統計係　　0243－62－4731
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みんなでともに
乗り越えよう
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●12月３日（月）
●会場　本宮市民元気いきいき
　　　　応援プラザ「愛称えぽか」
●参加人数　約20名
………………………………

 本宮市での初めての開催となり
ました。日ごろ、本宮市社会福祉
協議会主催の借上げ住民交流会に
参加している方が多く、顔見知り
同士「ラフターヨガ（笑いヨガ）」
が始まる前から、室内には笑い声
が響いていました。

県北エリア（本宮市）
●12月８日（土）
●会場　ホテルシティプラザ北上
●参加人数　約５名
………………………………

 今回は、北上市での開催となり
ました。懐かしい浪江の映像を見
ながらの思い出話や今の生活につ
いての話となりました。「医療費の
増で、町の財政が心配。」「中途半
端な状況がいつまで続くのか。待っ
て過ごす５年は長い。」「いつまで
も避難者としてではなく、胸を張っ
て生活していきたいので、住民票
を避難先へ移しました。」「町民の
みんなが、支援されるだけではなく、
前向きに生活していってほしい。」
など、長く続く避難生活の思いを
共有した会となりました。

●９月２日（日）
●会　　場　
　　盛岡地域交流センター
●参加人数　約10名
………………………………

 岩手県での生活の様子や、浪江
町の映像を見ながら、震災前の生
活や震災当日の状況などをみんな
で話し合いました。

東北エリア（岩手県）
●12月１日（土）
●会　　場　京北ホール
●参加人数　約40名
………………………………

 千葉県駐在の復興支援員と現地
実行委員による企画・運営で行わ
れました。浪江町出身のピアニス
ト添田哲平さんにもお越しいただ
き、ピアノの演奏を聴いたり、演
奏に合わせてみんなで歌を歌った
り楽しい時間を過ごしました。ま
た浪江町の映像を見ながらさまざ
まな意見交換が行われました。

千葉県（柏市）
●12月２日（日）
●会　　場　
　　猪苗代町農村環境改善センター
●参加人数　約30名
………………………………

 猪苗代町での初めての開催とな
りました。会津若松市などに避難
している方も集まりにぎやかな会
となりました。

会津エリア（猪苗代町）
●12月１日（土）
●会　　場　須賀川市民温泉
●参加人数　約30名
………………………………

 午前中は、吹雪くような空模様
でしたが、開催時間には晴天に。
前半の「ラフターヨガ（笑いヨガ）」
では、みんなで笑い、後半のおしゃ
べりも時間ぎりぎりまで楽しむこ
とができました。参加者の方から
は、「須賀川にも自治会がほしい。」
「みんなでもっと集まりたい。」と
いったお話が出ました。

県中エリア（須賀川市）

●12月９日（日）
●会場　白河市産業プラザ
　　　　人材育成センター
●参加人数　約40名
………………………………

 白河では今年度２回目の開催と
なりました。開催時間のころには
小雪がちらつき始める寒い日でし
たが、みんなで再会を喜び合い、
にぎやかに会話を楽しみました。
8日に一時帰宅された方もおり、
浪江町の映像を見ながら、帰宅を
した様子を話す姿も見られました。

県南エリア（白河市）東北エリア（岩手県）

������������������

●10月28日（日）
●会　　場　コンセ―レ
●参加人数　約30名
………………………………

 栃木県に避難している浪江町民
が現地実行委員となり役場と一緒
に企画・運営しました。高崎経済
大学の学生を交えたしゃべり場で
は、それぞれの浪江町に対する熱
い思いがたくさん飛び交っていま
した。

栃木県（宇都宮市）

●９月２日（日）
●会　　場　
　　盛岡地域交流センター
●参加人数　約10名
………………………………

 岩手県での生活の様子や、浪江
町の映像を見ながら、震災前の生
活や震災当日の状況などをみんな
で話し合いました。

東北エリア（岩手県）
●10月13日（土）
●会　　場　ホテルアイリス
●参加人数　約20名
………………………………

 今回は、由利本荘市での開催と
なりました。前回の秋田市開催時
の参加者同士や初参加の方も交え、
日常生活での情報交換や「秋田の
茶碗蒸しは、甘い。」など食文化
の違いについての話で会話が弾み
ました。

東北エリア（秋田県）

な
みえ 県内外各地で同じ浪江町民同士、みんなで集い、語り合う場、

共感し合う場、理解し合う場、励まし合う場、笑いあう場、

さまざまな場として“しゃべり場”を開催しています。各地

の交流会の様子をお知らせします。

“しゃべり場”
のな

みえ
～集まれ！ 浪江のなかま～

●11月３日（土）
●会　　場　山形国際ホテル
●参加人数　約20名
………………………………

 山形県駐在の復興支援員も参加
させていただきました。これから
の雪に対する不安や、浪江と山形
の食の違いなどさまざまな意見や
情報の交換をしました。

東北エリア（山形県）

●10月18日（木）
●会　　場　
　　内郷コミュニティセンター
●参加人数　約70名
………………………………

 「ラフターヨガ（笑いヨガ）」を
とりいれた初めての交流会となり
ました。「久しぶりに大きな声で笑っ
た。」「体を動かし、スッキリした。」
とみんなで楽しむことができまし
た。

いわきエリア（いわき市）
●10月14日（日）
●会　　場　八戸プラザホテル
●参加人数　約５名
………………………………

 少人数での開催となってしまい
ました。参加者の方から「避難先の
地元の方に『あなたは、旅人で
しょ。』と言われ、輪に入れてもら
えず、つらかった。」「今回は、たく
さんの近くにいる浪江の方と話せる
と楽しみに来たが、人数が少なくて
残念だった。」と避難生活の苦労や
寂しさを共有する会となりました。

東北エリア（青森県）

主催　特定非営利活動法人まちづくりＮＰＯ新町なみえ・浪江町
　生活支援課避難生活支援係　　0243－62－0305

●11月10日（土）
●会　　場　富士市フィランセ
●参加人数　約10名
………………………………

 参加者少数ではありましたが現
地実行委員を中心に活発な“しゃ
べり場”が行われました。
　それぞれが抱える不安や悩みを
みんなで共有したり、静岡での自
分の生活のことを話したりと、と
ても前向きな気持ちになれる場に
なりました。

東海エリア（静岡県）
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大堀小学校は、震災前159名の児童が在籍

していました。現在は、県内に69名、県外に

69名の児童が避難し、それぞれの避難先で学

習しています。教職員も県内各地に分かれ仕

事をしています。大堀小学校単独でのつどい

などは行っていませんが、ふるさと学校やな

みえの「しゃべり場」には多くの子どもたち

や保護者が集まり、短い時間ではありましたが、

ふれあいの時を過ごすことができました。震

災当時に担任をしていた教員は、大堀小学校

での思い出と一人一人の子どもの成長に感慨

もひとしおでした。友だちと楽しそうに話し

活動する子どもたちの目の輝きに、励まされ

る思いもしました。

大堀小学校では、震災後、不定期ではあり

ますが学校便りを発行してきました。また、

11月22日には大堀小学校のホームページを開

設し、全国に避難している児童や保護者の皆

さまに情報を発信しています。学校便りはホー

ムページでも見ることができますのでぜひご

覧ください。

ホームページ　　www.ohbori-e.fks.ed.jp

平成23年３月11日、放課後に予定していた

ワックスがけのため、児童の机を多目的広場

に移動し、着替えや下校の準備をしていると

きに地震が発生しました。そのため、校舎内

には児童の荷物や着替えなどが散乱したまま

となってしまいました。学校周辺の放射線量

は高く自由には立ち入りはできませんが、何

度か教職員で学校に立ち入り、子どもたちの

荷物の確認や整理作業を行ってきました。浪

江町の区域再編の結果次第では、子どもたち

のランドセルや学用品もお返しできるのでは

ないかと考えています。

自然豊かで伝統にあふれる「ふるさと大堀」

の学校と思い出を守っていけるよう、今後も

教職員力を合わせて活動していきたいと考え

ております。今後とも、保護者の皆さま、地

域の皆さまのご支援とご協力をお願いいたし

ます。

学校だよだより学校だより vol.4

大堀小学校（浪江小・中学校事務局）　　024－567－6770

自然豊かで伝統にあふれる「ふるさと大堀」

● ●
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二本松市内での定期交流会

“集まっ会”も開催中
あつ かい

 日　時　１月24日（木）11時30分～14時　
 場　所　二本松市市民交流センター
 　　　　１階　多目的室（JR二本松駅より徒歩５分）　
　内　容　11時30分～
　　　　　お餅を食べながらの交流
　　　　　（つきたてのお餅をみんなで食べましょう！）
　　　　　13時～
　　　　　講話「放射能と農業」
　　　　　　講師：菅野正寿先生

 参　加　費　無　料
 申し込み先 まちづくりＮＰＯ新町なみえ
 　　　　　　　 080－2800－1634
 申し込み期限 １月22日（火）
※駐車場に限りがありますので、車の乗り
合せや公共交通機関のご利用をお願いし
ます。

 実 施 団 体 特定非営利活動法人
　　　　　　　まちづくりＮＰＯ新町なみえ
※この事業は、町から委託を受けて実施し
ています。

今月の“集まっ会”

△
△

△
△

△
△

△

　特定非営利活動法人まちづくりＮＰＯ新町なみえ　　080－2800－1634　※対応時間 9時～16時

●会　　場　浪江町役場
●参加人数　約20名
　

 今回は、新しくなった役場での初めての開催とな
りました。二本松郵便局・日本郵便株式会社東北支
社との共同開催で、先着20名限定の少し小さな会
となりました。飛田操先生指導のもと、みんなで絵
手紙を作成し、「難しいわ。」「あなたはセンスがあ
るね。」などしめじやみかんなどを題材に作品を仕
上げることができました。

11月26日
（月）

●会　　場　二本松市市民交流センター
●参加人数　約50名
　

 今回は、「いも煮会」として、みんなでお汁とお
にぎりを食べながら交流を深めました。毎回参加さ
れる方も多く、「次回はいつ？」「毎月楽しみにし
ているの。」といったお話がでていました。

10月25日
（木）

浪江町民であれば県内、県外、借上げ住宅、仮設住宅に関係なくどなたでも参加できます。
皆さまのご参加をお待ちしています。

今月の“しゃべり場” 参加者数把握のため、事前申し込みが必要となる場合がありますのでご注意ください。
■申し込み電話番号　080－2800－1634
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学校だより

● ●



消防団だより

ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

復興なみえ町十日市祭

大堀小

11月23日、24日の２日間、二本松駅前周辺で復興な

みえ町十日市祭が開催されました。

会場では、浪江小・中学校の児童生徒による発表やア

スナロ幼稚園の園児によるお遊戯、大堀の神楽や請戸の

田植え踊りなどの伝統芸能などが披露されました。

また、浪江焼麺太国のほか浪江町のお店６店が出店

し、懐かしい味を求める町民らの列ができ、ふるさとを

想い、再会を喜び合う多くの来場者でにぎわいました。

浪江町相馬流れ山踊り保存会は、11月３日、４日に渋谷区の東日
本大震災復興支援イベントに参加させていただきました。
被災後、会員も各地に散り散りになり、故郷に帰ることができな
い日々の中で、「故郷を心の中で感じていたい。」みんながそんな思
いで練習を再開し、復興祭や芸能祭等に参加させていただいていま
した。
そんなとき、東京に避難していた会員の娘さんが渋谷区の企画を
知り、いち早く渋谷区と福島県に働きかけていただき、復興祭にご
招待いただきました。踊りを通して多くの皆さまに浪江町を感じて
いただき、心を通わせたい思いで参加しました。多くの浪江町出身
の方々にお集まりいただき、感激しました。
今を大切にすることがより良い生活につながることを信じ、これ
からも心をひとつにして伝統を守り続けていきたいと思います。一
日も早い復旧復興を願うとともに、若い世代へ伝統芸能の継承が叶
う日が来ることを強く念じています。

 浪江町相馬流れ山踊り保存会　副会長　高木　操子　

ありがとうございました

ありがとう
ございました

浪江小の児童が浪江小の児童が
大堀相馬焼作りに大堀相馬焼作りに
挑戦しました。挑戦しました。

懐かしい味を求めて―。懐かしい味を求めて―。

苅宿の浦安の舞苅宿の浦安の舞

浪江小の全校児童による発表。浪江小の全校児童による発表。

浪江小中学校の
児童生徒の作品が
展示されました。

浪江小の児童が
大堀相馬焼作りに
挑戦しました。

懐かしい味を求めて―。

苅宿の浦安の舞

浪江小の全校児童による発表。

この日のために、アスナロ幼稚園の子どもたちが集ま
り、かわいらしいダンスを披露してくれました。

渋谷フェスェスティバルにバルに
参加参加してして

渋谷フェスティバルに
参加して

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
変わった話題などの情報を募集しています。

 0243－62－4731

消防団だより

ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

大堀小

10月12日、福島市内の「あづま温泉」敷地内において、福
島地区なみえ交流会主催の「いも煮会」が開催され、懐かしい
故郷の仲間67名が参加し、たくさんの笑顔の花が咲きました。
また、11月13日には、50名参加のもと、伊達市内の「ふる
さと会館」において「カラオケと歌謡ショー」も開催されま
した。会員によるカラオケ大会では、笑顔があふれ、避難生
活をひと時忘れることができました。
この２つの事業は、社会福祉法人福島県共同募金会の赤い
羽根「災害ボランティア・ＮＰＯ活動サポート募金　住民支
え合い活動」助成事業を活用して行われました。

＊福島地区なみえ交流会　
　会　長　今野正悦　　090－3756－6556

笑顔いっぱい

11月18日、第24回ふくしま駅伝が開催され、白河市をス
タートに県庁までの96.5㎞、16名の選手がふるさとへの想い
を込めてたすきをつなぎました。
選手が全国各地に避難し、思うような練習ができない中、
厳しい寒さやアクシデントもありましたが、総合33位、町の
部14位の成績を残しました。
大会参加にご協力いただいた関係者の皆さま、沿道で応援し
てくださった皆さま、ありがとうございました。

たすきに想いを込めて

12月６日、株式会社クボタ様からミニ
耕運機２台が本宮市高木仮設住宅へ寄贈さ
れました。

原水爆禁止日本協議会様から仮設住宅
へカレンダーを寄贈していただきました。

ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました

秦野名水ロータリークラブ（神奈川県
秦野市・会長　諸星常平さん）様から義援
金が届けられました。

ありがとう
ございました

浪江小の児童が
大堀相馬焼作りに
挑戦しました。

懐かしい味を求めて―。

苅宿の浦安の舞

浪江小の全校児童による発表。
11月11日に、会津若松市内の錦町町内会館において、日本
赤十字社福島県支部などのご協力のもと、会津地方なみえ会
「いも煮会」が開催され、会員36名が参加し、楽しいひと時
を過ごしました。
また、23日には、社会福祉法人福島県共同募金会の赤い羽根
「災害ボランティア・ＮＰＯ活動サポート募金　住民支え合い
活動」助成事業を活用し「晩秋の名物『復興なみえ町十日市
祭』参加事業」を開催し、総勢15名でバスの旅と十日市を楽し
みました。「会場へ向かう時間をみんなとバスで一緒に過ごすだ
けでもすごく楽しい。十日市で久しぶりの“なみえの味”も味
わえて満喫です。」と参加者からうれしい声が聞かれました。

＊会津地方なみえ会加入ご希望の方は、
　会　長　鈴木宏孝（やよい食堂）　090－2909－6133
　副会長　亀田安子（仙台屋）　090－6789－2621
　までご連絡ください。

やっぱり楽しい！

渋谷フェスティバルに
参加して
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問合せ
申込み
電　話
ファックス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243－24－1431
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会は、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第19号」への
感想をお寄せください。

● 第19号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243－22－4218
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　平成８年度浪江中卒業生（昭和56年４月～昭和57年３月
生まれ）の女性の厄流しと同窓会を開催します。詳細は、別
途案内状でご確認ください。
 現在、参加の有無についてご連絡いただける方は、下記の
連絡先までお願いします。また、ご家族の方からもお伝えい
ただければ幸いです。
■開催日　２月９日（土）　　　
■場　所　ビューホテルアネックス郡山　　　　
■連絡先　取りまとめ　佐々木公一　　　　　　　
　　 080－5738－8855　 chirumi.523@kmf.biglobe.ne.jp

　平成25年４月28日、郡山市で同窓会を行いたいと思います。
 詳細は、ホームページを作成しましたので、ご確認ください。
 　　http://www4.hp-ez.com/hp/10-namiehigashi

浪江中　平成８年度卒業生の皆さんへ

浪江東中　平成10年度卒業生同窓会のご案内

メッセージ

随時募集中
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浪江のこころ通信

冨川　牧江さん（川添）
取材者：きょうとＮＰＯセンター　田口
取材日：11月30日

浪江町中央公民館の高齢者学級の皆さんに
届けたいメッセージ

１
人
で
避
難
し
て
来
た
京
都
で
の

生
活
も
、
そ
の
後
、
大
阪
に
住
ん
で

い
た
娘
と
同
居
を
し
、
１
年
８
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
主
人
は
松
江
市
に

単
身
赴
任
中
で
、
大
学
４
年
生
の
息

子
は
来
春
か
ら
奈
良
県
の
高
校
教
師

と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
、
時
間
の

流
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

浪
江
町
を
離
れ
て
か
ら
は
よ
り
一

層
、
家
族
や
親
戚
、
友
人
・
知
人
と

連
絡
を
と
り
合
い
、
交
わ
し
合
う
言

葉
が
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
常
の
他
愛
も
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
情
報
交
換
を
通
じ
た
「
つ

な
が
り
」
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る

日
々
で
す
。
震
災
以
降
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
気
軽
に
会
え
な
い
友
人
同
士

の
近
況
を
伝
え
合
う
通
信
を
つ
く
っ

て
、
絆
を
よ
り
深
め
て
い
ま
す
。

震
災
前
は
、
浪
江
町
の
臨
時
職
員

と
し
て
、
公
民
館
の
高
齢
者
学
級
に

関
わ
る
お
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

あ
の
日
…
３
月
11
日
も
、
午
前
中
に

各
学
級
の
代
表
者
会
議
が
あ
り
、
１

年
間
の
取
組
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

次
年
度
に
向
け
た
学
習
内
容
に
関
す

る
打
ち
合
わ
せ
を
終
え
た
と
こ
ろ
で

し
た
。

今
、
毎
日
の
よ
う
に
思
い
出
す
の

は
、
５
つ
の
学
級
（
浪
江
松
寿
学
級
、

幾
世
橋
長
寿
学
級
、
請
戸
く
ろ
し
お

学
級
、
大
堀
寿
学
級
、
苅
野
し
ゃ
く

な
げ
学
級
）
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ん
の
お
顔
で
す
。
こ
の
通
信
の
場

を
借
り
て
、
高
齢
者
学
級
の
皆
さ
ん

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

 

皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
？
学
級
で
は
未
熟
な
私
を
助

け
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
っ

た
１
年
間
だ
け
で
し
た
が
、
私
に

と
っ
て
大
切
な
宝
物
で
す
。
い
つ

か
、
必
ず
、
お
会
い
で
き
る
日
ま

で
ど
う
ぞ
お
元
気
で
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

私
は
こ
こ
に
い
て
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
…
と
思
い
、
本
に
携
わ

る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
最
近
、
地
域
の
図
書
館
で
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。

 

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
は
ま
だ
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
は
き
っ
と
浪

江
町
に
帰
れ
る
と
信
じ
て
、
私
に
で

き
る
小
さ
な
発
信
を
積
み
重
ね
、
つ

な
が
り
続
け
ら
れ
る
関
係
を
大
切
に

育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冨川さんは、昨年３月11日以降連絡をとることが難しくなった
高齢者学級の皆さんと再会できる日が来ることを願い、京都での
生活を続けて来られています。

京都府

▲左から、長女の麻里奈さん、牧江さん

������������������

佐藤　光衛さん（苅宿）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：12月３日

千年に一度の体験だからこそ、
心温まる話は後世まで伝えておきたい

あ
の
日
は
、
不
気
味
な
光
景
や

音
を
聞
き
ま
し
た
。

地
震
発
生
の
と
き
は
、
13
日
に

地
区
の
総
会
会
場
と
な
る
公
民
館

や
地
区
内
で
灯
油
の
配
達
を
し
て

い
ま
し
た
。
道
路
脇
の
水
路
が
左

右
に
大
き
く
揺
れ
て
水
が
こ
ぼ
れ
、

電
柱
が
し
な
り
、
あ
ち
こ
ち
の
家

の
瓦
が
落
ち
る
の
を
見
ま
し
た
。

急
い
で
自
宅
に
戻
る
と
、
妻
が
近

所
の
お
友
だ
ち
と
庭
石
に
つ
か
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
家
は
傾
い
だ
よ
う

に
揺
れ
、
瓦
も
ガ
ラ
ガ
ラ
と
落
ち

る
中
空
を
見
上
げ
る
と
、
見
る
間

に
真
っ
暗
に
な
っ
て
雨
が
降
り
出
し
、

雷
の
よ
う
な
地
響
き
が
３
回
あ
り

ま
し
た
。

津
波
の
こ
と
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
の
で
会
社
に
戻
る
こ
と
に
し
ま

し
た
が
、
室
原
川
に
架
か
る
橋
は

地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
段
差
が
で
き
、

サ
ン
プ
ラ
ザ
の
橋
を
通
っ
て
よ
う

や
く
ま
ち
な
か
に
入
り
ま
し
た
が
、

と
て
も
酷
い
光
景
で
し
た
。

再
び
帰
宅
し
、
総
会
の
延
期
を

班
長
さ
ん
方
に
知
ら
せ
つ
つ
、
自

主
防
災
の
会
や
消
防
の
発
電
機
を

苅
野
小
学
校
に
運
ん
で
暖
を
取
り

ま
し
た
。
日
付
が
変
わ
る
こ
ろ
、

請
戸
の
人
た
ち
が
着
の
身
着
の
ま

ま
で
校
庭
に
車
で
避
難
し
て
来
ま

し
た
。
津
波
の
被
害
を
話
す
の
で

す
が
、
誰
も
直
ぐ
に
は
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
か
ら
カ
ッ

プ
ヌ
ー
ド
ル
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
私
は
家
か

ら
玄
米
を
運
び
、
小
高
の
精
米
所

の
行
列
に
並
び
ま
し
た
。
順
番
が

来
て
精
米
を
し
て
い
る
と
き
に
、

水
蒸
気
爆
発
の
音
を
聞
き
ま
し
た
。

米
を
公
民
館
に
届
け
る
前
に
避
難

指
示
が
出
て
、
津
島
へ
向
か
い
ま

し
た
が
、
す
で
に
津
島
の
避
難
所

は
満
杯
だ
っ
た
た
め
、
川
俣
町
南

小
学
校
を
経
て
川
俣
高
校
に
行
き

ま
し
た
。
10
人
近
い
人
た
ち
が
お
り
、

持
っ
て
き
た
毛
布
だ
け
で
一
晩
を

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
島

市
第
三
中
学
校
に
１
週
間
、
妻
の

姉
が
住
む
茨
城
の
竜
ヶ
崎
に
約
40

日
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

娘
の
家
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

■
つ
ら
い
避
難
の
さ
な
か
に
、

あ
り
が
た
い
心
配
り
が
あ
り
ま

し
た

群
馬
県
桐
生
市
に
花
ぶ
さ
弁
当

と
い
う
会
社
が
あ
り
、
社
長
さ
ん

は
苅
宿
出
身
で
す
。
苅
宿
は
農
家

が
多
く
、
私
も
そ
の
会
社
に
米
を

納
め
て
い
ま
し
た
。
あ
の
つ
ら
い

避
難
の
さ
な
か
、
東
和
に
点
在
し

て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
避
難
所
に
弁

当
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
炊
き
出
し
も
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
社
長
さ

ん
に
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
こ
ろ
、
ほ

と
ん
ど
の
人
た
ち
が
ガ
ソ
リ
ン
や

食
べ
物
が
な
く
、
寒
さ
に
震
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
東
和
針
道
の
服

部
新
聞
店
さ
ん
は
避
難
所
の
人
た

ち
に
お
風
呂
の
提
供
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
決
し
て
忘
れ
ず
、

多
く
の
浪
江
の
人
た
ち
に
伝
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

避
難
が
続
き
ま
す
が
、
気
持
ち

の
持
ち
よ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
昔

の
良
さ
を
忘
れ
ず
に
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
私
た
ち
の
苅
宿
を

取
り
戻
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

佐藤さんは震災前、苅宿で区長をされていました。以
前苅宿は農家がほとんどでしたが、新興住宅ができて新
しい方々が住みはじめ、半々くらいになったそうです。
その新しい住民に地域になじんでもらえるようお祭りや
イベントを通じて交流を深め、地区の活動に加われるよ
うに地区の人たちと心を砕きながら、山や川に寄り添う
ように暮らしてきました。苅宿の農家の仕事や景観を守
るために、農水省の補助金事業にも携わってこられました。
現在は、福島市で妻のトキ子さんとともに、３人の幼
いお孫さんの面倒をみながら、娘さん夫婦と一緒に暮ら
していらっしゃいます。

▲左から、佐藤トキ子さん、光衛さん、そして長岡眞さん
 長岡さんは現在の区長さんです。取材の折り、佐藤さ
ん宅でお会いしました。
 苅宿の新旧の区長さんが福島で変わらぬ交流を図って
おられる様子に、地域の強い縁を感じました。

福島県
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浪江のこころ通信

森川マツ子さん（加倉）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：12月３日

浪江町、福島県のつながりを大事にしたい
千葉県

震
災
直
後
、
原
町
（
南
相
馬
市
）

の
長
男
の
家
に
避
難
、
数
日
間
い
た

後
、
私
の
実
家
の
飯
舘
村
に
避
難
し

た
の
で
す
が
、
私
た
ち
に
は
子
ど
も

同
然
の
犬
が
い
る
た
め
に
、
一
度
も

ふ
と
ん
に
手
足
を
伸
ば
し
て
、
ゆ
っ

く
り
寝
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
上
、
飯
舘
村
も
線
量
が
高

い
こ
と
が
わ
か
り
、
再
避
難
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
状

況
を
見
か
ね
て
、
松
戸
市
に
住
む
次

男
が
「
来
た
ら
い
い
よ
。
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
夫
婦
は
次

男
の
家
に
、
義
母
は
義
妹
の
家
に
世

話
に
な
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
の
家
に
は
、
今
年
の
５
月
に
越

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
腰
痛
で
震

災
の
前
後
に
２
度
の
手
術
を
受
け
、

リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の
通
院
が
必
要
で

し
た
。
駅
か
ら
歩
い
て
５
分
、
商
店

街
の
中
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
通

院
に
も
買
い
物
に
も
便
利
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
浪
江
で
の
暮
ら
し
が
恋
し

い
で
す
ね
。
浪
江
に
い
た
こ
ろ
は
、

私
も
夫
も
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し

た
。
仕
事
の
傍
ら
、
夫
は
狩
猟
や
キ

ノ
コ
採
り
を
楽
し
み
、
私
は
、
野
菜

や
花
づ
く
り
を
楽
し
む
日
々
で
し
た
。

今
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
、

鉢
植
え
の
花
を
育
て
て
い
ま
す
。
花

芽
が
つ
く
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
浪

江
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
は
、
友
だ
ち

に
あ
げ
、
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
に
越
し
て
き
て
か
ら
気
軽
に

あ
げ
る
友
だ
ち
も
い
な
い
の
で
、
少

し
寂
し
い
思
い
も
し
て
い
ま
す
。

浪
江
に
い
る
と
き
に
は
、
自
分
の

身
の
周
り
の
こ
と
は
一
人
で
で
き
た

義
母
で
す
が
、
数
カ
月
間
の
避
難
生

活
の
中
で
、
体
調
を
崩
し
、
ほ
と
ん

ど
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
診

断
を
受
け
今
年
８
月
に
入
院
し
11
月

に
退
院
、
今
は
私
た
ち
と
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
入
院
し
て
い
る
間

に
病
状
は
改
善
、
週
に
３
日
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
っ
て
い
ま
す
。
編
み
物
が

好
き
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
と

き
に
も
、
毛
糸
と
編
み
棒
を
持
っ
て

行
き
ま
す
。
夫
は
、
60
歳
を
過
ぎ
た

今
も
、
震
災
前
の
仕
事
の
経
験
を
活

か
し
て
近
く
の
病
院
で
働
い
て
い
ま

す
が
、
仕
事
か
ら
帰
る
と
、
義
母
の

話
し
相
手
を
し
て
く
れ
、
ほ
ん
と
う

に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

震
災
後
に
６
回
、
浪
江
に
一
時
帰

宅
し
ま
し
た
。
６
回
目
の
帰
宅
の
と

き
に
は
、
自
宅
の
周
辺
は
草
ぼ
う
ぼ

う
、
木
々
が
道
路
を
ふ
さ
い
で
い
ま

し
た
。
帰
り
た
い
思
い
は
強
い
で
す

が
、
荒
れ
果
て
た
家
を
見
る
と
、
帰

れ
る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安

に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、

浪
江
の
友
だ
ち
と
励
ま
し
合
い
ま
す
。

い
わ
き
市
に
避
難
し
て
い
る
友
だ
ち

は
、
泊
り
が
け
で
遊
び
に
来
た
り
も

し
て
く
れ
ま
す
。
本
音
で
話
が
で
き

る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
浪
江
の
友
だ
ち

で
す
。

11
月
下
旬
に
は
、
被
災
者
支
援
を

行
っ
て
い
る
松
戸
市
の
団
体
主
催
の

「
松
戸
の
史
跡
め
ぐ
り
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
義
母
が
い
る
の
で
、
遠
出

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
災
者
を
対
象

に
し
た
催
し
物
に
は
、
で
き
る
だ
け

出
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
米

や
お
酒
や
果
物
な
ど
、
福
島
県
産
の

物
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
し
て
い
ま

す
。
浪
江
町
、
福
島
県
の
つ
な
が
り

を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご主人とお義母さんの３人で暮らす森川さん
の楽しみは、ベランダでの花や野菜の栽培です。
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高野　康幸さん（請戸）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　柴田
取材日：12月５日

『人との絆』の大切さが身にしみた震災

地
震
が
起
き
た
の
は
、
早
朝
の
漁

が
終
わ
り
家
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た

と
き
で
し
た
。
こ
ん
な
に
大
き
い
揺

れ
は
初
め
て
で
い
つ
終
わ
る
の
か
と

思
う
ほ
ど
長
く
、
２
回
目
の
揺
れ
で

は
隣
の
家
屋
が
目
の
前
で
一
気
に
倒

れ
、
と
て
も
大
き
な
地
震
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
す
ぐ
に
支
度
し
船
の
様
子

を
見
に
行
く
と
、
い
つ
も
あ
る
は
ず

の
船
が
港
に
一
艘
も
見
え
ず
、
岸
壁

に
行
く
と
、
す
べ
て
の
船
が
港
の
海

底
に
つ
い
て
い
る
状
態
で
し
た
。
こ

ん
な
に
水
が
引
い
て
い
る
の
は
異
常

だ
と
思
い
す
ぐ
に
家
に
引
き
返
し
、

妻
と
母
を
乗
せ
家
か
ら
逃
げ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
逃
げ
た
後
、
娘
が
心
配
し

請
戸
に
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
玄
関

で
警
察
の
方
か
ら
津
波
が
来
る
か
ら

す
ぐ
に
逃
げ
ろ
と
い
わ
れ
、
家
に
入

ら
ず
逃
げ
た
そ
う
で
す
。
助
か
っ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
。
夕
方
に
な
り
、

避
難
し
た
役
場
か
ら
見
た
請
戸
は
ま

る
で
湖
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
見
た

と
き
は
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

孫
た
ち
は
津
波
が
押
し
寄
せ
る
と
こ

ろ
を
小
学
校
で
見
て
い
た
た
め
、
心

の
傷
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
と
心
配

で
す
。

私
の
船
『
第
１
吉
祥
丸
』
は
昨
年

海
か
ら
１
㎞
離
れ
た
道
路
で
見
つ
か

り
ま
し
た
。
私
は
遠
洋
漁
業
か
ら
請

戸
漁
港
に
戻
り
、
漁
師
を
や
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
60
年
く
ら
い
で
す
が
、

子
・
孫
の
代
ま
で
原
発
と
関
係
な
く

安
心
し
て
住
め
る
よ
う
に
と
原
発
に

反
対
し
、
危
険
性
も
理
解
し
て
き
ま

し
た
。
私
は
７
〜
８
㎞
の
海
域
で
魚

を
獲
る
漁
師
だ
っ
た
の
で
な
お
さ
ら

再
開
す
る
に
は
相
当
時
間
が
か
か
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
信

を
持
っ
て
安
心
し
て
請
戸
の
お
い
し

い
鮭
や
ひ
ら
め
な
ど
の
魚
を
獲
り
、

多
く
の
方
に
喜
ん
で
食
べ
て
い
た
だ

い
て
い
た
の
で
す
が
残
念
で
す
。

山
形
に
避
難
す
る
こ
と
を
決
め
た

の
は
、
町
を
出
て
か
ら
４
日
目
の
朝

で
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
山

形
県
寒
河
江
市
の
さ
く
ら
ん
ぼ
農
家

の
方
か
ら
電
話
を
い
た
だ
い
て
、
山

形
県
に
行
く
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

そ
の
方
は
、
私
た
ち
の
安
否
が
心
配

で
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
調
べ
連

絡
し
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
避

難
所
を
自
分
の
家
の
よ
う
に
使
わ
せ

て
も
ら
い
、
役
場
の
方
が
朝
夕
様
子

を
見
に
必
ず
寄
っ
て
く
れ
た
り
、
畑

を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
よ
く
し

て
く
だ
さ
り
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

会
っ
た
と
き
に
涙
を
流
し
喜
ん
で
く

れ
た
方
も
お
り
、
今
回
の
震
災
で
は
、

本
当
に
絆
の
大
切
さ
が
身
に
し
み
て

わ
か
り
ま
し
た
。

孫
た
ち
は
こ
ち
ら
の
小
中
学
校
で

元
気
に
通
っ
て
い
る
の
で
、
数
年
後

落
ち
着
い
た
ら
、
親
戚
や
友
人
、
漁

師
の
仲
間
が
多
い
浜
通
り
に
戻
り
、

顔
を
見
に
行
っ
た
り
お
茶
の
み
し
た

り
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
今
、

山
形
で
の
一
日
一
日
を
大
切
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
楽
し
く
て
自
由
だ
っ

た
請
戸
の
よ
う
な
生
活
が
、
ま
た
み

ん
な
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
体

を
壊
さ
ず
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

高野さんご家族は、地震後、町役場、津島、二本松市などの避難所を点々とし
た後、娘さんたちが小さいころから家族で毎年のように訪れていたさくらんぼ農
家の方を頼り、長女・博美さん家族、次女・瑞希さん家族と一緒に山形県中山町
に避難しました。昨年９月から町内の借り上げ住宅に家族３人で暮らしています。

▲ご家族そろって。
　左から高野タキ子さん、サダ子さん、康幸さん

山形県
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浪江のこころ通信

横山　眞志さん（立野）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　中島
取材日：12月10日

被災者なりの意思を持って、
子どもたちの未来のためにできることを

■
忘
れ
ら
れ
な
い
浪
江
の
思
い
出

私
は
Ｊ
Ａ
を
退
職
す
る
ま
で
の
３

年
間
、
食
農
教
育
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
管
内
の
小
学
生
の
お
子
さ
ん

に
稲
作
や
大
豆
栽
培
を
体
験
し
て
も

ら
っ
て
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
お
米

で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
食
べ
た
り
、

大
豆
で
豆
腐
や
味
噌
を
作
っ
た
り
。

命
あ
る
も
の
が
口
に
入
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
農
業
や
環
境
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
そ

も
そ
も
の
趣
旨
で
し
た
。
満
面
の
笑

顔
で
お
に
ぎ
り
を
頬
張
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
の
今
を
思
う
と
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。

■
原
発
事
故
後
、
仙
台
へ

私
た
ち
一
家
は
震
災
後
、
着
の
身

着
の
ま
ま
南
相
馬
市
の
家
内
の
実
家

に
避
難
し
ま
し
た
。
が
、
そ
こ
も
原

発
か
ら
20
㎞
圏
内
で
避
難
命
令
が
出

さ
れ
た
の
で
、
家
内
と
母
と
私
の
３

人
は
飯
館
村
を
経
由
し
、
次
女
の
嫁

ぎ
先
の
仙
台
に
。
息
子
夫
婦
と
孫
の

４
人
は
静
岡
県
に
あ
る
嫁
の
実
家
に

い
っ
た
ん
身
を
寄
せ
ま
し
た
。
国
か

ら
何
の
情
報
も
知
ら
さ
れ
ず
、
放
射

能
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
右
往
左
往

し
、
ま
さ
に
棄
民
だ
と
思
い
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
仙
台
市
に
移
っ
て
か

ら
嬉
し
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
浪
江
町
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
借
り
上
げ
住
宅
の
大
家
さ
ん
か
ら

大
変
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。

県
の
委
託
を
受
け
た
職
業
訓
練
校
で

Ｉ
Ｔ
基
礎
ク
ラ
ス
を
受
講
で
き
、
す

ば
ら
し
い
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
。

ま
た
そ
こ
で
Ｍ
Ｏ
Ｓ
資
格
を
取
る
こ

と
が
で
き
、
臨
時
に
雇
っ
て
く
れ
た

若
林
区
役
所
か
ら
は
再
雇
用
の
お
誘

い
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。

■
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

家
を
訪
ね
て
き
た
菩
提
寺
の
和
尚

さ
ん
か
ら
、
「
あ
な
た
の
先
祖
は
加

賀
の
国
、
今
の
石
川
県
か
ら
修
行
の

名
を
か
り
て
お
坊
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
、

飢
饉
で
疲
弊
し
た
福
島
に
た
ど
り
着

い
た
。
祖
先
が
苦
労
し
て
浪
江
に
築

い
た
家
を
、
今
度
は
新
た
な
地
に
築

く
運
命
だ
っ
た
と
考
え
よ
う
」
と
言

い
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

浪
江
に
戻
り
た
い
で
す
か
と
聞
か

れ
た
ら
、
戻
り
た
く
な
い
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
時
帰
宅
し
た

折
に
放
射
線
量
を
測
る
と
、
場
所
に

よ
っ
て
は
現
在
も
空
間
線
量
が
20
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
あ
り
、
し

か
も
家
を
取
り
巻
く
山
林
は
国
の
除

染
計
画
の
範
囲
外
で
す
。
山
か
ら
引

い
て
い
る
水
な
ど
内
部
被
ば
く
の
危

険
を
考
え
る
と
、
将
来
的
に
も
帰
還

は
無
理
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
行
政
の
区
分
で
は
、
う
ち

周
辺
は 

”将
来
的
に
帰
還
可
能
な
地

域
“
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
や
県
に
見
捨
て
ら
れ
た
今
、
浪

江
町
だ
け
が
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ

る
最
後
の
砦
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
わ
れ
わ
れ
は
被
害
者
で
あ
る

と
同
時
に
、
加
害
者
と
し
て
原
発
の

存
在
を
許
し
て
き
た
責
任
も
負
っ
て

い
ま
す
。
個
人
で
で
き
る
こ
と
は
本

当
に
少
な
い
け
れ
ど
、
原
発
反
対
の

デ
モ
に
参
加
し
た
り
署
名
を
し
た
り
、

子
ど
も
や
孫
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
た
い
。
仮

設
住
ま
い
で
は
内
向
き
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
自
分
か
ら
外
に
一
歩
踏
み

出
し
、
被
災
者
な
り
の
意
思
を
示
す

こ
と
も
大
切
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仙台市の借り上げ住宅で奥さま、お母さまと３人暮らし。
息子さん一家も近くに移転し、ご自身も仙台市若林区役所で
職を得ました。故郷を奪われた悔しさや怒りを乗り越え、「今
は前を向いて歩きだしています」。

宮城県

▲借り上げ住宅の庭には、偶然、浪江産
の石があったそうです。「これも心の支
えになっています」と、横山眞志さん。

������������������

神内俔子さん（川添）・岡田博子さん（幾世橋）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 　大内
取材日：12月６日

「ここまで頑張ってきたんだから」

■
神
内
さ
ん

震
災
の
日
は
、
父
の
命
日
で
午
前

中
は
、
お
墓
参
り
に
行
き
ま
し
た
。

午
後
、
お
嫁
さ
ん
は
孫
の
元
太
と
優

花
を
連
れ
３
人
で
海
の
方
に
ド
ラ
イ

ブ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
後
で
わ
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
、

元
太
が
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
ボ
ー
ル
プ
ー

ル
に
行
き
た
い
と
言
い
出
し
、
そ
こ

で
遊
ん
で
い
た
た
め
に
津
波
に
遭
わ

ず
に
済
み
ま
し
た
。
私
は
、
家
の
中

に
い
ま
し
た
が
、
地
震
に
驚
き
外
に

飛
び
出
し
て
農
業
用
た
め
池
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
掴
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
地
面
が
割
れ
て
き
た
の
を

見
て
家
の
隣
の
空
き
地
に
逃
げ
、
座

り
込
ん
だ
ま
ま
し
ば
ら
く
動
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
親
子
３
人
が
戻
っ
て
来

た
姿
を
見
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
も
し
海
の
方
に
そ
の
ま
ま

ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
た
ら
と
思
う
と
震

え
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
だ
る
ま
ス
タ
ン
プ
」
を
貯
め
て

み
ん
な
と
行
っ
た
旅
行
が
良
い
思
い

出
で
す
。
ま
だ
、
台
紙
に
貼
っ
た
も

の
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
捨
て
ず
に

記
念
に
取
っ
て
あ
り
ま
す
。

■
岡
田
さ
ん
　

私
と
娘
の
有
加
と
孫
の
珠
奈
は
友

人
家
族
と
一
緒
に
苅
野
、
川
俣
を
経

て
、
友
人
の
親
戚
が
住
ん
で
い
る
新

潟
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
、

埼
玉
に
い
る
次
女
の
ア
パ
ー
ト
に
移

り
、
そ
の
後
、
孫
の
学
校
の
近
く
で

あ
る
現
在
の
住
ま
い
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
今
、
気
が
か
り
な
の
は
、

珠
奈
の
こ
と
で
す
。
環
境
の
変
化
や

親
の
ス
ト
レ
ス
も
影
響
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
、
と
き
ど
き
ふ
と
つ
ぶ
や
く

言
葉
に
子
ど
も
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

と
考
え
て
い
る
の
か
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

浪
江
が
封
鎖
さ
れ
る
２
日
前
に
猫

を
探
し
に
戻
り
、
う
ず
く
ま
っ
て
い

た
猫
を
見
つ
け
た
と
き
は
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
今
住
ん
で

い
る
所
に
や
っ
と
慣
れ
愛
着
が
出
て

き
ま
し
た
。
悪
く
悪
く
考
え
る
と
、

か
ら
だ
に
良
く
な
い
の
で
考
え
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

願
い
は
た
だ
一
つ
、
こ
れ
か
ら
ず
っ

と
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
自
分

の
家
が
欲
し
い
で
す
。

■
神
内
さ
ん
・
岡
田
さ
ん
か
ら
　

皆
さ
ん
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
た
ん

だ
か
ら
、
自
分
の
か
ら
だ
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や

集
ま
り
に
も
行
っ
て
み
る
と
い
い
で

す
よ
。
私
た
ち
も
埼
玉
の
「
さ
い
が

い
・
つ
な
が
り
カ
フ
ェ
」
で
出
会
い
、

今
で
は
と
て
も
仲
良
し
で
す
。
毎
月

２
回
で
す
が
、
み
ん
な
に
会
う
の
が

楽
し
み
で
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
て

行
き
ま
す
。
先
の
こ
と
を
考
え
る
と

つ
ら
い
で
す
が
、
な
ん
で
も
や
っ
て

み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
場
所
は
違
い
ま
す
が
、

浪
江
の
人
た
ち
の
繋
が
り
が
支
え
で

す
。
皆
さ
ん
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

神内さんは、現在ひとり住まい。息子さんが
南相馬と埼玉を行き来しています。
岡田さんは、娘の有加さん、孫の珠奈さんと
の３人暮らしです。

▲左から神内さんと岡田さん

埼玉県
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浪江のこころ通信

松本　清治さん・茂子さん（小野田）
取材者：茨城ＮＰＯセンター・コモンズ　小原
取材日：12月３日

「鮮度に自信、味にまごころ」寿し松開業

息
子
が
生
ま
れ
た
１
９
８
４
年
か

ら
浪
江
で
「
寿
し
松
」
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。
97
年
に
は
富
岡
店
が
オ
ー

プ
ン
。
２
０
０
７
年
に
は
浪
江
店
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
い
つ
も

常
連
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
。

あ
の
日
は
、
近
く
の
い
く
つ
か
の

中
学
校
が
卒
業
式
だ
っ
た
た
め
出
前

の
注
文
が
殺
到
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
一
段
落
し
て
仮
眠
を
取
ろ
う
と

し
て
い
た
こ
ろ
に
、
揺
れ
は
じ
め
て
。

立
っ
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
、

足
の
踏
み
場
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
よ
。
次
の
日
に
防
災
無
線
が

入
り
津
島
に
避
難
し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
避
難
所
が
い
っ
ぱ
い
で
、
入
っ

た
ら
出
ら
れ
な
い
と
思
い
そ
の
ま
ま

川
俣
に
抜
け
ま
し
た
。
偶
然
に
も
ス

タ
ン
ド
が
空
い
て
い
て
大
変
渋
滞
し

て
い
ま
し
た
が
、
給
油
で
き
助
か
り

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
福
島
市
の
体
育
館
で

の
避
難
を
経
て
、
埼
玉
で
暮
ら
し
始

め
ま
し
た
が
、
周
囲
に
知
り
合
い
も

い
な
い
生
活
で
し
た
。
そ
れ
で
も
寿

し
松
の
再
開
へ
の
思
い
は
消
え
ず
に

新
天
地
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
人

口
も
増
え
て
い
る
新
し
い
街
な
の
で

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
も
、
と
い

う
こ
と
で
つ
く
ば
市
を
選
び
ま
し
た
。

１
年
以
上
の
埼
玉
で
の
生
活
を
終

え
て
、
つ
く
ば
に
越
し
て
き
た
の
は

今
年
５
月
。
半
年
間
の
準
備
を
経
て

11
月
に
「
二
代
目
　
寿
し
松
」
を
開

業
し
た
ば
か
り
で
す
。

浪
江
店
と
比
べ
る
と
今
の
店
舗
は

手
狭
だ
し
、
設
備
の
面
で
ま
だ
ま
だ

不
便
も
あ
り
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず

は
こ
っ
ち
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

た
だ
、
震
災
の
前
は
家
族
み
ん
な

近
い
と
こ
ろ
に
暮
ら
し
て
い
た
の
に

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
悔
し
い
で
す
。
以
前
は
週
末
に
は

何
世
代
も
の
家
族
が
集
ま
っ
て
過
ご

し
た
も
の
で
す
。

帰
れ
る
な
ら
帰
り
た
い
と
い
う
思

い
は
当
然
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
思
い

は
み
ん
な
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

遠
く
離
れ
た
つ
く
ば
で
の
開
店
と

な
り
ま
し
た
が
、
繋
が
り
の
あ
っ
た

懐
か
し
い
方
も
来
店
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
新
し
い
出
会
い
が

あ
る
か
ら
嬉
し
い
で
す
よ
。
や
り
方

に
よ
っ
て
は
こ
っ
ち
で
店
舗
を
増
や

す
こ
と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

「
桜
梅
桃
李
」
の
精
神
で
お
客
さ

ん
の
要
望
に
答
え
て
い
く
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
桜
梅
桃
李
」
っ
て
い
う
の
は
、

つ
ま
り
、「
さ
く
ら
・
う
め
・
も
も
・

す
も
も
」
。

花
に
は
変
わ
り
な
い
ん
だ
け
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
個
性
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
接
客
で
は
な
く
て
、

お
客
さ
ん
に
誠
実
に
や
っ
て
い
く
こ

と
が
結
果
的
に
お
客
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
繋
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

浪江町で町民に愛されるお寿司屋さん「寿し松」
を経営されていた松本さんご夫妻。11月、息子さ
んとともに茨城県つくば市で新店舗「二代目　寿し
松」を開業されました。

▲松本さんご夫妻と、息子で
二代目の武士さん。07年リ
ニューアルオープンの際に
画家の鴻崎さんにいただい
た「寿し松」の絵を背に。

　二代目　寿司松

茨城県

お
う
ば
い
と
う

り

▲
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立川　正恵さん（室原）
取材者：ＮＰＯ法人　とちぎボランティアネットワーク　徳山
取材日：12月１日

生かされているということを実感しています

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
介
護
の

仕
事
を
し
て
い
て
、
楢
葉
町
に
あ
る

利
用
者
宅
訪
問
の
た
め
車
の
運
転
を

し
て
い
ま
し
た
。
緊
急
地
震
速
報
で

車
を
停
車
し
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
っ

た
後
、
訪
問
し
た
家
に
戻
り
避
難
を

促
し
た
り
、
安
否
を
確
認
し
た
り
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
楢
葉
町
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
に
行
き
、
避
難
者
の
受

入
れ
や
名
簿
作
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
、
そ
の
日
は
家
族
と
合

流
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
は
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
と

な
り
、
家
族
や
親
友
の
家
族
と
合
流

し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
避
難
指
示
が

出
て
福
島
市
の
福
島
西
高
校
の
体
育

館
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
目

に
見
え
な
い
放
射
能
へ
の
心
配
が
拭

え
ず
、
３
月
19
日
に
栃
木
県
那
須
町

の
避
難
所
へ
避
難
し
ま
し
た
。

私
の
親
は
農
業
を
し
て
い
た
の
で
、

避
難
先
で
も
農
作
業
が
で
き
る
環
境

が
必
要
だ
と
思
い
、
畑
付
き
の
一
戸

建
て
の
家
を
５
月
か
ら
借
り
る
こ
と

に
し
ま
た
。

避
難
先
で
は
地
元
の
人
た
ち
に
暖

か
く
迎
え
ら
れ
、
私
自
身
介
護
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
早
い
時
期
に
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
の
自
治

会
に
入
り
地
域
の
行
事
に
も
参
加
し

て
、
今
の
生
活
が
特
殊
で
は
な
く
普

通
の
生
活
と
し
て
過
ご
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

残
念
な
の
は
、
80
歳
の
母
が
急
激

な
生
活
環
境
の
変
化
に
元
気
を
な
く

し
、
浪
江
に
帰
え
り
た
い
と
い
う
願

い
も
叶
わ
ず
昨
年
の
11
月
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。

私
自
身
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
夕
暮
れ

時
に
な
る
と
ふ
と
浪
江
町
の
方
角
を

振
り
向
い
て
し
ま
う
と
き
が
あ
り
ま

す
。「
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
私
。」

と
思
う
と
、
浪
江
の
こ
と
が
恋
し
か
っ

た
り
、
荒
れ
果
て
た
家
と
か
い
ろ
い

ろ
複
雑
な
思
い
が
よ
ぎ
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
ね
。

こ
の
生
活
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か

今
の
時
点
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
は
震
災
発
生
か
ら
今
ま
で
い
た
だ

い
た
た
く
さ
ん
の
恩
を
少
し
で
も
返

し
て
い
け
れ
ば
と
い
う
思
い
と
、
中

学
３
年
生
に
な
っ
た
息
子
の
成
長
を

楽
し
み
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

浪江町の室原から現在栃木県那須町で避難生
活をしている立川正恵さん。震災発生から比較
的早い時期に栃木県那須町に避難したそうです。
現在小さな街ではありますが、住宅地の一戸建
ての住宅で息子さんと生活しています。明るく
謙虚で前向きな感じの女性です。

▲少し頼もしくなった息子さんと以前勤めていた職場の
カレンダーと。

栃木県

お詫びと訂正 
「浪江のこころ通信第18号」に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。

22頁　渡辺理恵さん
「６人家族」で仙台にお住まいとご紹介しました
が、義父母さんも一緒に「８人家族」で仙台市
にお住まいです。



http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243－62－4731　 FAX 0243－22－4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課
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